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□ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．事業所や車両の省エネに努めます。

３ ．自社の廃棄物の削減や受託廃棄物の再資源化に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した設備、備品、消耗品等のグリーン購入を推進します。

６ ．周辺地域の清掃や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

７ ．この環境方針はすべての従業員に周知します。

米田　潤士

制定日： 2020年6月1日

代表取締役社長

　昨今、廃棄物政策の基礎となる「環境型経済社会」の構築が急がれております。当社は
産業廃棄物収集運搬・中間処理業を生業とし「環境型経済社会」を確立させるために、産
業廃棄物処理業のノウハウを活かして「廃棄物の適正処理」「ゼロエミッション」「環境
経営システム（環境マネジメントシステム）の確立」を経営理念と掲げ、あらゆる顧客の
ニーズに対応すべく日々努力し、従業員一丸となって継続的に改善活動に取り組んでまい
ります。

環境経営方針

　　当社ジャパンクリーンシステム株式会社は産業廃棄物中間処理業という環境に直結した業務
  であります。常日頃から地球環境の保全と隣り合わせである事から、エコアクション21に取組
  むことによって時代と社会のニーズに沿った廃棄物の適切な処理を通じて社会の発展に貢献し
  未来を見据え、次の担い手に伝える事ができる環境保全にとりくみ環境問題意識のレベルを高
  め環境に地球に優しい企業であり続ける事が、弊社の社会的責任であると考えております。
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□組織の概要 更新日：
（１） 名称及び代表者名

ジャパンクリーンシステム株式会社
代表取締役社長　米田　潤士

（２） 所在地
本　　　社 大阪府堺市南区高尾一丁605番地3
中間処理場 大阪府堺市南区高尾3丁3270番

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 常務取締役 勝本　順悟　　 TEL：072-272-5533
担当者 常務取締役 勝本　順悟　　 TEL：072-272-5533

（４） 事業内容
産業廃棄物の収集運搬業及び中間処理業

（５） 事業の規模
法人設立
資本金 万円
売上高 万円

名
㎡ ㎡

ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ
ｔ
ｔ うち再資源化量 ｔ

4ｔコンテナ車 台

軽車両 台
合計 台

主要設備
台数 備考

基

紙くず　　　　　4.5ｔ/日(8時間）

木くず　　　　　2.8ｔ/日(8時間）

繊維くず　　　　3.4ｔ/日(8時間）

ゴムくず　　　 15.4ｔ/日(8時間）
基
基

フォークリフト 基

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： ジャパンクリーンシステム株式会社
対象事業所： 本社（登記上）

中間処理場
対象外： なし
活動： 産業廃棄物の収集運搬業及び中間処理業

10

1
4

二軸破砕機

堺100わ 838
1

3650

選別ライン

名称

廃プラスチック類3.2ｔ/日(8時間）

1

2023年1月10日

1,557

3800
最大積載量（㎏）

中間処理後の産廃の処分量 1,180

中間処理量

バックホウ

0

2,737
最終処分量 0

3

車種

350

備考車番

堺480う7771

1

450㎥/日(8時間）

台数
2 堺100さ1812

収集運搬量 234

2013年11月25日

1名（兼務）

300
18,767

本社（登記上） 中間処理場

受託した産業廃棄物の処理量
延べ床面積　　　 20 1,880
従業員　　　　　
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□事業の紹介
       /・産業廃棄物収集運搬業

　建築現場、工場、倉庫等で排出される産業廃棄物を収集運搬車両により回収する。
・産業廃棄物処理業
　建築現場、工場、倉庫等で排出される産業廃棄物を可能な限り再生処理に分別し廃棄する。
・産業廃棄物排出作業
　建築現場、工場、倉庫等で排出される産業廃棄物を弊社作業員により排出する。
・産業廃棄物コンサルタント
　排出事業者様から依頼され分別、排出方法等を指導する。

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表 更新日：

（認証登録範囲） 代表者

環境管理 責任者

環境事務局

・代表者による経営における課題とチャンスの明確化

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境負荷の自己チェック及び環境への取り組みの自己チェックの実施

全従業員

・環境経営計画の審議

環境事務局

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用、時間等経営資源を準備
・環境管理責任者を任命

環境委員会

部門長

・自部門に関連する環境活動計画の実施及び達成状況の報告
・時部門に必要な手順書の作成及び手順書による実施

・環境活動実績の確認・評価

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・環境経営目標・環境経営計画書を承認

勝本順悟

勝本順悟

・環境経営システムの構築、実施、管理
・環境関連法規等の取りまとめ表を承認

・環境経営に関する統括責任

・試行・訓練を実施、記録の作成

・環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

・環境関連法規等取りまとめ表に基づく遵守評価の実施

・環境経営レポートの確認

・環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境管理責任者

・環境経営目標・環境経営計画書を確認

・自部門における環境経営方針の周知

・環境経営目標、環境経営計画書原案の作成

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・代表者による全体の評価と見直し、指示

・環境経営レポートの承認

・環境活動の実績集計

・環境経営レポートの作成、公開（事務所に備付けと地域事務局への送付）

・環境方針の理解と環境への取り組みの重要性を自覚

・自部門の想定される事故及び緊急事態への対応のための手順書作成

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

2023年1月10日

社長 米田潤士

・環境経営方針の策定・見直し

代表者（社長）

田中智明

役割・責任・権限

環境委員会

事務部 営業部 収集運搬部門 中間処理場

（中間処理）
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□許可の内容

　　産業廃棄物収集運搬業許可の内容

燃
え
殻

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ゴ
ム
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

金
属
く
ず

動
植
物
性
残
さ

鉱
さ
い

無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
無 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　優良認定産業廃棄物処分許可の内容
許可区域

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

紙
く
ず

繊
維
く
ず

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
・
陶
器
く
ず

が
れ
き
類

金
属
く
ず

○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京都府

奈良県
兵庫県
大阪府

令和2年8月7日 令和7年8月6日

許可区域 許可番号

03000182200
令和7年8月23日

和歌山県
令和2年8月24日

02900182200

廃棄物の種類事業の範囲

許可有効年月日

選別

堺市

令和3年5月12日 令和10年5月12日 破砕

中間処理

令和8年2月2日

令和2年7月24日 令和7年7月23日

02804182200

令和3年2月3日

06720182200

許可番号

許可年月日

02600182200

令和2年7月31日 令和7年7月30日

02700182200

許可年月日 許可有効年月日

積
替
保
管

廃棄物の種類
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□廃棄物処理フロー

□主な環境負荷の実績
単位
kg-CO2

トン

トン

トン

トン

トン

kg

kg

kg

㎥

項　目 2021年

229

0

59,899

581

2,364

665 768

390

575

2,437

受託最終処分量
中間処理後の産廃の処分量 1,112 1,180 1,027

廃棄物排出量

450 580

185

　一般廃棄物排出量

　産業廃棄物排出量 188215

二酸化炭素総排出量調整後排出係数
関西電力　0.318㎏・CO2／kwh
(2019年度実績　R3.1公表値）

水使用量

2,503

受託収集運搬量

59,224 68,896二酸化炭素総排出量

2,666

234110

2023年

受託中間処理量 2,737

2022年

565 499

0 0

持込み量 2,254

再生原料として売却

最終処分場

選

別

破

砕

再生砕石として売却

燃料として売却

燃料として売却

再生原料として売却

石膏ボード類・再生利用可能物 再生原料として売却

再生原料として売却

再生原料として売却ペットボトル C社

鉄・非鉄くず H社 再生原料として売却

再生利用不可能物 K社

ジ

ャ

パ

ン

ク

リ

ー

ン

シ

ス

テ

ム

㈱

　

処

理

場

排

出

事

業

者

再生利用不可能物

C社

ゴムくず ゴムホース類 A社

K社

がれき類 再生利用可能物 L社

石膏ボード類・再生利用可能物

I社

J社

ガラスくず 再生利用可能物

繊維くず 畳・その他 A社

再生利用不可能物 B社

金属くず

スチール・アルミ缶 C社

紙くず 古紙・ダンボール・その他 C社

燃料として売却再生利用不可能物 A社

再生利用不可能物 A社 燃料として売却

木くず 再生利用可能物 D社 燃料として売却

再生原料として売却

最終処分場

燃料として売却

C社 再生原料として売却

廃プラスチック類 A社軟質プラ・硬質プラ

硬質プラ B社
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□環境経営目標及びその実績

✕
✕

〇

〇

〇
〇

〇

〇

✕
✕

　　　　化学物質がないため目標の設定はない。

□環境経営計画の取組結果とその評価
数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

・ノー残業デーの実施

7,773

2024年

2,335 1,8352,358 1,882 2,369

7月
2,4652,297 2,331 1,855 1,907

1,831 1,948 2,360

174

1,983 1,6832,350

176

1,855
11月10月

97%

行動目標（次項による）

・

・不要照明の消灯

1月 4月3月2月
2,443 1,927

6月

○

5月

緑のカーテン

kg
135

12月9月8月

103%

取組結果とその評価、次年度の取組内容
✕

　

○

96%

行動目標（次項による）

124

　

ほぼ残業することなく1年を終えることができ、節電に努めた。結果
として1％削減できたが、目標の4％削減までは達成できなかっ
た。引き続き、省エネ・節エネに努める。

89%

195

2022年

65,369

43,468

181

グリーン購入の推進

66,747

140

66,058
180

92% 90%

96%

95%

60,714

2022年

2022年 97%
59,899

150

68,896

93%

評
価

2023年基準値

8,1067,855

96% 99%
5,954

（実績）
2025年
（目標）

7,691
（目標）（基準年)

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目 （目標）

kg-CO2

94%

95%

58,892

85%
36,670

51,793 58,285

100 105
122 128

達成状況

課題を解決しチャンス
を活かす取組

一般廃棄物の削減

119

% 44%

環境に配慮した収集運
搬

行動目標（次項による）

44,812

57,678

基準年度比

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 8,182
6,202

2,1092,170 1,910

基準年度比
上記二酸化炭素排出量合計 kg-CO2

2,411

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ○
数値目標

2,384

自動車燃料による二酸
化炭素削減

41%

61%

102
㎥

45%受託廃棄物のリサイク
ル率の向上 51%

－ 43%

水道水の削減

基準年度比

98%2022年

120

基準年度比

6,171

0

1,000

2,000

3,000

電力（kWh） 2022年 2023年
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自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2022年

2023年

取組紹介欄

2022年

2023年

一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2022年

2023年

6月 11月
15

1月 3月 7月

1,975

○
○・帳票見直しによる印刷物の削減

15 15
20

1,698

取組結果とその評価、次年度の取組内容

2,036

12月9月
20 1515

15 15 15

10月8月
15

15 15
20

11月
2,081 2,012

4月 5月

削減目標93％に対して、92％と目標を達成した。作業員及び事務
所内の廃棄物に削減を心がけた結果であり、来期は更に90％の
目標に到達するよう全従業員に周知徹底する。

○

・アイドリングストップ

3月 4月 5月

4月

1,7562,0071,985

53

1,652

数値目標
・分別の徹底

1,903 1,404 1,4681,403

〇

〇

・効率的なルートで配送

54

6月 7月 8月 9月 10月

1,375 1,599 1,476
1,932 2,115

1,385
1,906

12月
2,038 1,959

3562 55 78 71

6月 7月 8月

12月
63

9月

11月

自社による引き取り現場の数量により増減は著しく変動するが、
今期は軽油で15％もの削減ができた。ｺﾛﾅの影響が少なくなっ
て、車内で過ごす時間も少なくなったこともあるかも知れない。来
期もアイドリングストップなどエコドライブの勧めに心がけて取り組
んでいく。

85
55 6056 67 83

10月

60

取組結果とその評価、次年度の取組内容

・梱包材の再利用

2月

15

達成状況

○

達成状況

2月 3月

○
・エリア別営業活動の見直し ○

数値目標

68
80

56

1,407
1月 2月

1,695

15 1515 15
1515 1515

・シュレッダー廃紙のリサイクル化 ○

61 51 51
50 51 85

1月 5月

15

0

50

100

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ガソリン（L) 2022年 2023年

0

1,000

2,000

3,000

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

軽油（L) 2022年 2023年

0

10

20

30

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

一般廃棄物（kg） 2022年 2023年
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受託廃棄物のリサイクル率の向上

取組紹介欄

毎日の作業前ミーティング

グリーン購入の推進

取組紹介欄

環境に配慮した収集運搬

引き取る廃棄物によりリサイクル率は変動する。今期は選別作業
員の努力により常に目標値43％を上回り５０％を下回ることなく通
期で61％を達成できた。来期も、さらにリサイクル率の向上に務め
る。

・排出先の分別徹底の依頼

○

取組結果とその評価、次年度の取組内容

数値目標 〇

・積み残しの削減 ○
・車両の清掃 ○

・エコドライブの推進（燃料使用量は別項 ○

○

・事務用品グリーン購入 ○

達成状況

・作業開始前の車両点検 エコドライブの意識がかなり高まり実行できるようになってきた。
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

達成状況

○
・選別の徹底 ○
・リサイクル先の開拓

消耗品に関しては対象品を使用できた。
その他購入品はほぼなかったが次年度に向けてグリーン購入を
更に進めていく

取組結果とその評価、次年度の取組内容

グリーン購入法適合商品

ホコリ除去スプレー トイレットペーパー
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課題を解決しチャンスを活かす取組

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無
法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

□緊急事態対応訓練
緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容：

■評価： 手順書の変更の必要性□ あり ☑ なし

■実施状況の様子

消火設備の点検

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。
環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

第１種特定製品の簡易点検記録フロン排出抑制法
自動車NOx・PM法対象地域自動車NOx・PM法

消火器使用期限の確認2025年、消火器設置場所の確認、放水設備確認
火災発生時の緊急対応を確認した。
すべての消火器の使用期限は有効期限内であった。

米田潤士、勝本順悟、田中智明、田中晴
樹
田中利明、馬渡智志、崎本優里、東川浩
之

令和5年10月5日 処理場内

・通報訓練、消火訓練、避難訓練

適用される法規制

・働き方改革 ○

・企業PRによる顧客獲得
達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
収集運搬業、中間処理業、産業廃棄物（廃プラ、等）

道路運送車両法 車両の大きさ・重量、乗車の保安基準
廃棄物処理法

消防法

人材確保がなかなか難しい時代だが色々な面を再度検討しなお
し人材確保に務める。

○

・事業拡大のための資金調達、人材確保 ○
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□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直す

実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介
近隣の清掃活動

【評価結果及び指示内容】

２０２３年度のエコアクション２１に取り組むにあたり、環境負荷の削減を目指して活動してまいりました。
概ねの目標は達成することができましたが電力使用に関して目標値を少し下回る結果になっていますが
事業の基本である産業廃棄物のリサイクル率は向上傾向にあり目標達成できました。来年度の課題とし
て電力使用の目標達成及び全てにおいて環境活動に取り組むよう全社員で取り組んでまいります。
　次年度に向けて、さらにエコアクション２１の向上に努め、事務所内照明設備のLED化や建て替えも含
め検討する。コロナウイルスが落ち着きだした今、現状に合った取り組みに変えて行く必要があり、経営
体制の見直し、経費の削減、業務の効率化と働き方改革の推進などに従業員一人ひとりが考え、環境負
荷の削減に取り組んでまいります。

 
代表取締役　米田　潤士

2024年1月15日
【前回の指示への取組結果】

　　　　　　　　　―　―　―　―　―
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□編集後記

　エコアクション21収得後、従業員の環境に対する意識も多少ではありますが向上してき
たように思います。
　SDGsなど全世界において環境に対する取り組みが意識されるなか産業廃棄物処理業
という業務に携わる中でにもっと環境に取り組まなければならないと感じていきました。
今後は各種セミナーなどに積極的に参加し世界的にさまざまな問題となっている貧困、飢
餓に苦しみ電気、水がないなどこれからの時代を担っていく子供たちにきれいな地球を受
け渡していくという大きな問題に取り組んでいき従業員一人一人が環境に対する意識を
高め活動していきます。
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